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て考案した研究計画案を載せ、今後の学際的共同
研究への参画を促したい。 
 
研究計画1．自然に則した健康な老後の過ごし方を
システム化する試み 
（目 的） 
現在老人関連施設の普及は進んでいるが、質的
環境作りに関しては十全ではないと考える。設備
だけでなく、老人の行動可能性にも注目して、能
動的かつ健康に余生を送れるシステム作りが必要
であると考えた。当該研究では、「自然に生きる」
をテーマとして、自然の中で生き生きと生活する
老人の生活を調査研究し、より自然で喜びのある
老後のあり方を模索したいと考えた。 
老後の健やかな過ごし方について、今日では、
QOL の向上を考えることが当然となっているが、
具体的取り組みとしては、施設内の行事、催しな
どにとどまっていることが多いと考えられる。人
間を、生命を持つ一個の存在として考えた場合、
その老後の過ごし方には、もっと自然に触れ、死
ぬまで自身の生活を支えて働く、仲間の中の老人
個人のあり方という状況設定が相応しいと考えた。
施設収容して、依存的に生活してゆくには今後老
人が増えつづける人口動態の中では、その処遇の
質的低下は避けがたい。農業生産自給率の極めて
低い日本において、ゆっくりとした農業を細々と
でも続けてゆく老人力の意義は大きいと考える。
体を動かし続け、いつか大地に倒れ伏す死に方こ
そ本望といえよう。世話され、依存する生き方よ
りも、僅かでも自分の自立した足で立って生きた
という感触を選ぶ老人は少なくないと考えられる。
これまで、福祉の観点の相違からか、老人力の活
用に前向きな研究は殆どみられない。各地で老人
の自立と他者への老人力による貢献が実現すれば、
老人問題が抱える多くの困難が前向きに解消され
ると考える。システム化には系統だった研究過程
が必要であり、当該研究だけで実現するものでは
ないが､当該研究がその端緒となり、自然に生きる
老後の観点が広がれば､意義は果たせよう。 
当該研究では､老人のあり方の選択肢を広げ、自
足して暮らし、自然に死ぬあり方の有用性を検討
する。現在のところ、諸研究の動向としては、施
設収容の依存的あり方の中の改善点の指摘、ある
いは景色としての自然の有用性を指摘する域を出
ていないと考えられる。 
（方 法） 
各地で自然の中で自立的に生きる老人とその環
境について医学的、心理学的に調査を実施し、施
設収容され依存的に生きる老人と比較研究し、自
然の中で自立的に生活することの意義を明らかに
する。老後の選択肢を広げるシステム作りにつな
げたい。社会における老人力の活用可能性の探索
でもある。 
（研究計画の概要） 
（１）研究内容・方法 
「自然に生きる」をキーワードとして、老人の生
活の質、満足度、体調、自律神経機能などについ
て調査・測定する。使用測度としては、心理測定
では、セルフエフィカシー検査、POMS、身体機
能測度としては、立位と臥位の血圧、脈拍数、免
疫機能など。 
①全国の老人施設の生活の質に関する取り組みに
ついて、自然とのふれあいの程度、生活レベルの
自立の程度、職員との関係を主眼として、サンプ
ル調査質問紙作成、郵送配布。 
②3ヶ所の自然状況の異なる（海、山、都市部）老
人施設において、入所者の精神神経学的・心理的
測定を1ヵ年の間隔をおいて2度実施、併せて、各
地の非施設収容の自立した老人の個別面接、身体
機能測定を実施する。 
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